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国民体育大会事業費などの
令和5年度決算

令和5年度決算ここに注目

　令和5年度の一般会計および特別会計の決算は、歳入歳出の差額が38億458万円となり、翌年度へ繰り越す
べき財源を控除した実質収支は、32億5,603万円となりました。
　また、全会計の市債残高は455億5,596万円で、前年度に比べて10億7,556万円の減、基金残高は185億、
3,826万円で、前年度に比べて13億4,689万円の増となりました。

845億6,680万円を

※本記事の数値は、端数調整により、合計額や増減額等に誤差がございます。

一般会計及び各特別会計の決算状況

一　般　会　計

温泉給湯事業
浄化槽事業

会　計　名 歳　入

区画整理事業
国民健康保険の関連事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
合計（一般会計＋特別会計） 883億7,138万円 38億0,458万円

244万円
4億1,668万円

81万円
1億0,289万円

0円
371万円

5億2,654万円
32億7,804万円
形式収支（差額）

845億6,680万円

歳　出
588億6,839万円
256億9,841万円

4,242万円
1,076万円

13億0,747万円
117億7,812万円
110億9,070万円

14億6,897万円

特　別　会　計

合　　　計

公営企業会計の決算状況
資　　本　　的

支　出 支　出収　入
収　　益　　的

収　入
公営企業会計名

水道事業
簡易水道事業
下水道事業 9億3,555万円

3億1,539万円
19億5,307万円

8億1,260万円
2億7,982万円

16億5,016万円

9億0,413万円
1億5,098万円
2億8,591万円

12億0,599万円
2億1,456万円

10億6,886万円

※　千円以下の端数処理の関係で、表記している合計値と、内訳の合計値が一致しない場合があります。

私たちの税金 

何 に使われた？

（一般会計決算）

私たちは税金

いくら 支払った？

監査委員は

　　決算をこう評価する ※　監査委員には、市議会からも 
　　１名の議員が選出されています。

歳　出
588億
6,839万円

消防費
25億392万円

農林水産業費
20億8,734万円

議会費
2億8,511万円

その他
34億4,689万円

民生費
188億5,039万円

総務費
91億6,204万円

衛生費
70億5,052万円

土木費
63億666万円

公債費
45億9,642万円

教育費
45億7,910万円

歳　入
621億
4,643万円

地方消費税交付金
23億1,384万円

諸収入
9億1,630万円

その他
28億2,334万円

市税
162億1,708万円

地方交付税
127億283万円

国庫支出金
118億6,532万円

県支出金
51億37万円

繰越金
36億7,500万円

市債
34億3,000万円

繰入金
31億235万円

4,613万円
1,076万円

621億4,643万円
262億2,495万円

14億1,036万円
117億7,893万円
115億0,738万円

14億7,141万円

認定

【
各
種
項
目
に
つ
い
て
】

○
経
常
収
支
比
率
は
、91・９
％
で
、財
政
構

　
造
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る
。

○
収
入
面
に
お
い
て
は
、住
民
負
担
の
公
平

　
性
か
ら
、市
税
の
債
権
回
収
を
強
化
す
る

　
必
要
が
あ
る
。

○
執
行
面
に
お
い
て
は
、費
用
対
効
果
を
念

　
頭
に
、最
少
経
費
で
最
大
効
果
が
挙
が
る

　
よ
う
、効
率
的
な
執
行
と
的
確
な
財
務
処

　
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
予
算
に
つ
い
て
は
、多
額
の
不
用
額
が
生

　
じ
な
い
よ
う
、精
査
し
て
適
時
適
切
な
管

　
理
に
努
め
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な

　
運
用
を
図
ら
れ
た
い
。

○
支
出
面
に
お
い
て
は
、補
助
金
交
付
に
つ

　
い
て
、関
係
書
類
の
精
査
に
努
め
、そ
の
効

　
果
や
余
剰
金
繰
越
額
を
検
証
し
、公
平
性・

　
透
明
性・妥
当
性
を
確
保
さ
れ
た
い
。

【
ま
と
め
】

○
今
後
も
社
会
保
障
、公
共
施
設
の
維
持
、自

　
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、行
政
へ
の
要
請
は

　
更
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

　
ら
、健
全
な
行
財
政
運
営
の
た
め
に
も
、各

　
種
事
務・事
業
の
振
り
返
り
を
行
い
、社

　
会・経
済
情
勢
の
動
向
を
的
確
に
把
握
す

　
る
と
と
も
に
、経
費
削
減
や
財
源
確
保
に

　
取
り
組
み
、地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
公

　
平・公
正
な
サ
―
ビ
ス
の
実
現
で
、市
民
福

　
祉
の
向
上
を
望
む
。
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国民体育大会事業費などの
令和5年度決算

令和5年度決算ここに注目

　令和5年度の一般会計および特別会計の決算は、歳入歳出の差額が38億458万円となり、翌年度へ繰り越す
べき財源を控除した実質収支は、32億5,603万円となりました。
　また、全会計の市債残高は455億5,596万円で、前年度に比べて10億7,556万円の減、基金残高は185億、
3,826万円で、前年度に比べて13億4,689万円の増となりました。

845億6,680万円を

※本記事の数値は、端数調整により、合計額や増減額等に誤差がございます。

一般会計及び各特別会計の決算状況

一　般　会　計

温泉給湯事業
浄化槽事業

会　計　名 歳　入

区画整理事業
国民健康保険の関連事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
合計（一般会計＋特別会計） 883億7,138万円 38億0,458万円

244万円
4億1,668万円

81万円
1億0,289万円

0円
371万円

5億2,654万円
32億7,804万円
形式収支（差額）

845億6,680万円

歳　出
588億6,839万円
256億9,841万円

4,242万円
1,076万円

13億0,747万円
117億7,812万円
110億9,070万円

14億6,897万円

特　別　会　計

合　　　計

公営企業会計の決算状況
資　　本　　的

支　出 支　出収　入
収　　益　　的

収　入
公営企業会計名

水道事業
簡易水道事業
下水道事業 9億3,555万円

3億1,539万円
19億5,307万円

8億1,260万円
2億7,982万円

16億5,016万円

9億0,413万円
1億5,098万円
2億8,591万円

12億0,599万円
2億1,456万円

10億6,886万円

※　千円以下の端数処理の関係で、表記している合計値と、内訳の合計値が一致しない場合があります。

私たちの税金 

何 に使われた？

（一般会計決算）

私たちは税金

いくら 支払った？

監査委員は

　　決算をこう評価する ※　監査委員には、市議会からも 
　　１名の議員が選出されています。

歳　出
588億
6,839万円

消防費
25億392万円

農林水産業費
20億8,734万円

議会費
2億8,511万円

その他
34億4,689万円

民生費
188億5,039万円

総務費
91億6,204万円

衛生費
70億5,052万円

土木費
63億666万円

公債費
45億9,642万円

教育費
45億7,910万円

歳　入
621億
4,643万円

地方消費税交付金
23億1,384万円

諸収入
9億1,630万円

その他
28億2,334万円

市税
162億1,708万円

地方交付税
127億283万円

国庫支出金
118億6,532万円

県支出金
51億37万円

繰越金
36億7,500万円

市債
34億3,000万円

繰入金
31億235万円

4,613万円
1,076万円

621億4,643万円
262億2,495万円

14億1,036万円
117億7,893万円
115億0,738万円

14億7,141万円

認定

【
各
種
項
目
に
つ
い
て
】

○
経
常
収
支
比
率
は
、91・９
％
で
、財
政
構

　
造
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る
。

○
収
入
面
に
お
い
て
は
、住
民
負
担
の
公
平

　
性
か
ら
、市
税
の
債
権
回
収
を
強
化
す
る

　
必
要
が
あ
る
。

○
執
行
面
に
お
い
て
は
、費
用
対
効
果
を
念

　
頭
に
、最
少
経
費
で
最
大
効
果
が
挙
が
る

　
よ
う
、効
率
的
な
執
行
と
的
確
な
財
務
処

　
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
予
算
に
つ
い
て
は
、多
額
の
不
用
額
が
生

　
じ
な
い
よ
う
、精
査
し
て
適
時
適
切
な
管

　
理
に
努
め
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な

　
運
用
を
図
ら
れ
た
い
。

○
支
出
面
に
お
い
て
は
、補
助
金
交
付
に
つ

　
い
て
、関
係
書
類
の
精
査
に
努
め
、そ
の
効

　
果
や
余
剰
金
繰
越
額
を
検
証
し
、公
平
性・

　
透
明
性・妥
当
性
を
確
保
さ
れ
た
い
。

【
ま
と
め
】

○
今
後
も
社
会
保
障
、公
共
施
設
の
維
持
、自

　
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、行
政
へ
の
要
請
は

　
更
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

　
ら
、健
全
な
行
財
政
運
営
の
た
め
に
も
、各

　
種
事
務・事
業
の
振
り
返
り
を
行
い
、社

　
会・経
済
情
勢
の
動
向
を
的
確
に
把
握
す

　
る
と
と
も
に
、経
費
削
減
や
財
源
確
保
に

　
取
り
組
み
、地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
公

　
平・公
正
な
サ
―
ビ
ス
の
実
現
で
、市
民
福

　
祉
の
向
上
を
望
む
。

議
決
結
果
等
一
覧

　
　

決
　
　
算

補
正
予
算

市
議
会
を
学
ぶ

委
員
会
報
告

総
括
質
疑 

並
び
に

　
　
　
一
般
質
問
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　本市議会では、３つの常任委員会において、担当部署の決算を審査し、本会議で報告していま
す。この報告を経て、本会議では全ての決算が認定されました。
　これらの過程で生じた、主な意見・要望・討論の一部を紹介します。

生活福祉委員会では、市民安全部・保健福祉部・消防局・
水道局が所管する事業の決算を審査しました。

総務文教委員会では、未来政策部・行政管理部・会計課・
教育委員会などが所管する事業の決算を審査しました。

産業建設委員会では、農林水産部・経済シティセールス部・
建設部・農業委員会が所管する事業の決算を審査しました。

一
般
会
計

《
反
対
討
論
》

○
災
害
の
よ
う
に
予
測
で
き
な
い

　
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し

　
を
守
る
予
算
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

　
市
民
が
求
め
て
い
る
学
校
給
食

　
費
の
無
償
化
等
に
意
欲
的
で
は

　
な
か
っ
た
。

○
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
施
策

　
の
強
化
・
拡
充
が
必
要
だ
が
、

　
感
染
対
策
や
検
査
・
治
療
へ
の

　
公
的
支
援
を
後
退
さ
せ
た
。

○
保
険
証
廃
止
を
は
じ
め
、
サ
ー

　
ビ
ス
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
保
有
者
に
限
定
す
る
よ
う
な
、

　
同
カ
ー
ド
の
過
剰
な
推
進
に
反

　
対
で
あ
り
、国
民
の
所
得
、資
産
、

　
社
会
保
障
給
付
を
把
握
し
、
国

　
民
へ
の
徴
税
強
化
と
給
付
削
減

　
を
押
し
つ
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
制
度
は
肯
定
で
き
な
い
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

本
会
議
討
論

　
滞
納
等
で
正
規
の
保
険
証
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
、
高
額
な
医
療

費
で
病
院
に
行
け
ず
、
病
状
が
悪

化
し
て
更
な
る
医
療
費
が
必
要
と

な
る
た
め
、
高
額
な
国
保
税
を
徴

収
す
る
本
制
度
の
改
善
を
求
め
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》　

　
介
護
保
険
料
の
高
額
化
と
、
介

護
現
場
の
人
手
不
足
を
加
速
さ
せ

る
環
境
を
廃
し
、
介
護
保
険
料
の

引
下
げ
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》　

　
本
制
度
は
、
高
齢
者
を
年
齢
で

別
枠
の
医
療
保
険
へ
囲
い
込
み
、

負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
つ
け

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
制
度
を

廃
止
し
、
元
の
制
度
に
戻
す
べ
き

で
あ
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

　高齢者訪問給食サービス事業につい
ては、市域や価格など、実施に課題が
見られるようであることから、これら
のサービスがなくならないよう、事業
者との意見交換を密に図りながら取り
組まれたい。

高齢者の訪問給食
事業者との調整を

総務文教委員会
付託審査

産業建設委員会
付託審査

生活福祉委員会
付託審査

要　望

　地域運動部活動推進事業については、
令和８年度からの地域移行に向けた進
捗状況が不透明であることから、スポー
ツ推進委員との連携などを図り、適切
な事業の進め方を検討されたい。

部活動の地域移行
適切な対応を

要　望

　国民健康保険税は、滞納を理由とし
た短期被保険者証等の交付や差押えの
状況からも、高額であることを示して
おり、引き下げるべきである。

高額な国保税の
引き下げを

反対討論

　介護保険料は、制度開始時期から上
昇傾向にあり、年金から天引きされる
高齢者にとって、基準額だけでも非常
に大きい負担感があることから、一般
会計からの繰入れを増やすことも考え
るべきである。

介護保険に大きい
負担感が伴う

　後期高齢者医療制度は、高齢者の医
療費が上がれば上がるほど保険料が高
くなる仕組みであり、制度自体に問題
がある。実際、保険料が支払えず、短
期証の交付に至った事例も発生してお
り、良い制度とは言えない。

後期高齢者医療
制度に問題あり

反対討論反対討論

　六次産業化における実施計画の進捗
状況は順調である一方で、昨年度は新
たな事業実績がなかったため、農業・
商業・工業の連携を図り、新たな担い
手が農産物を商品化して利益を得られ
るような体制づくりに努められたい。

農産物の商品化
新たな体制を

部活動の地域移行とは？
　これまで学校が担っていた部活動の
指導を、地域団体等に担ってもらい、
地域の活動として位置づける動きです。
　地域移行が求められる背景には、児
童生徒のニーズの多様化、生徒数減少
に伴う部活動メニューの縮小、教員数
の減少と勤務負担増などが指摘されて
います。

要　望

　本市は、次世代エネルギーのまち・
地域戦略ビジョンを策定し、次世代エ
ネルギーの取組を行っているが、これ
までの取組に加え、カーボンニュート
ラル等に対する新たな取組も検討され
たい。

エネルギー問題
新たな取組を

要　望

健 康 保 険被保険者証

令和5年度 に付託してを決算 審査各常任 委員会
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　本市議会では、３つの常任委員会において、担当部署の決算を審査し、本会議で報告していま
す。この報告を経て、本会議では全ての決算が認定されました。
　これらの過程で生じた、主な意見・要望・討論の一部を紹介します。

生活福祉委員会では、市民安全部・保健福祉部・消防局・
水道局が所管する事業の決算を審査しました。

総務文教委員会では、未来政策部・行政管理部・会計課・
教育委員会などが所管する事業の決算を審査しました。

産業建設委員会では、農林水産部・経済シティセールス部・
建設部・農業委員会が所管する事業の決算を審査しました。

一
般
会
計

《
反
対
討
論
》

○
災
害
の
よ
う
に
予
測
で
き
な
い

　
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し

　
を
守
る
予
算
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

　
市
民
が
求
め
て
い
る
学
校
給
食

　
費
の
無
償
化
等
に
意
欲
的
で
は

　
な
か
っ
た
。

○
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
施
策

　
の
強
化
・
拡
充
が
必
要
だ
が
、

　
感
染
対
策
や
検
査
・
治
療
へ
の

　
公
的
支
援
を
後
退
さ
せ
た
。

○
保
険
証
廃
止
を
は
じ
め
、
サ
ー

　
ビ
ス
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
保
有
者
に
限
定
す
る
よ
う
な
、

　
同
カ
ー
ド
の
過
剰
な
推
進
に
反

　
対
で
あ
り
、国
民
の
所
得
、資
産
、

　
社
会
保
障
給
付
を
把
握
し
、
国

　
民
へ
の
徴
税
強
化
と
給
付
削
減

　
を
押
し
つ
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
制
度
は
肯
定
で
き
な
い
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

本
会
議
討
論

　
滞
納
等
で
正
規
の
保
険
証
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
、
高
額
な
医
療

費
で
病
院
に
行
け
ず
、
病
状
が
悪

化
し
て
更
な
る
医
療
費
が
必
要
と

な
る
た
め
、
高
額
な
国
保
税
を
徴

収
す
る
本
制
度
の
改
善
を
求
め
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》　

　
介
護
保
険
料
の
高
額
化
と
、
介

護
現
場
の
人
手
不
足
を
加
速
さ
せ

る
環
境
を
廃
し
、
介
護
保
険
料
の

引
下
げ
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》　

　
本
制
度
は
、
高
齢
者
を
年
齢
で

別
枠
の
医
療
保
険
へ
囲
い
込
み
、

負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
つ
け

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
制
度
を

廃
止
し
、
元
の
制
度
に
戻
す
べ
き

で
あ
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

　高齢者訪問給食サービス事業につい
ては、市域や価格など、実施に課題が
見られるようであることから、これら
のサービスがなくならないよう、事業
者との意見交換を密に図りながら取り
組まれたい。

高齢者の訪問給食
事業者との調整を

総務文教委員会
付託審査

産業建設委員会
付託審査

生活福祉委員会
付託審査

要　望

　地域運動部活動推進事業については、
令和８年度からの地域移行に向けた進
捗状況が不透明であることから、スポー
ツ推進委員との連携などを図り、適切
な事業の進め方を検討されたい。

部活動の地域移行
適切な対応を

要　望

　国民健康保険税は、滞納を理由とし
た短期被保険者証等の交付や差押えの
状況からも、高額であることを示して
おり、引き下げるべきである。

高額な国保税の
引き下げを

反対討論

　介護保険料は、制度開始時期から上
昇傾向にあり、年金から天引きされる
高齢者にとって、基準額だけでも非常
に大きい負担感があることから、一般
会計からの繰入れを増やすことも考え
るべきである。

介護保険に大きい
負担感が伴う

　後期高齢者医療制度は、高齢者の医
療費が上がれば上がるほど保険料が高
くなる仕組みであり、制度自体に問題
がある。実際、保険料が支払えず、短
期証の交付に至った事例も発生してお
り、良い制度とは言えない。

後期高齢者医療
制度に問題あり

反対討論反対討論

　六次産業化における実施計画の進捗
状況は順調である一方で、昨年度は新
たな事業実績がなかったため、農業・
商業・工業の連携を図り、新たな担い
手が農産物を商品化して利益を得られ
るような体制づくりに努められたい。

農産物の商品化
新たな体制を

部活動の地域移行とは？
　これまで学校が担っていた部活動の
指導を、地域団体等に担ってもらい、
地域の活動として位置づける動きです。
　地域移行が求められる背景には、児
童生徒のニーズの多様化、生徒数減少
に伴う部活動メニューの縮小、教員数
の減少と勤務負担増などが指摘されて
います。

要　望

　本市は、次世代エネルギーのまち・
地域戦略ビジョンを策定し、次世代エ
ネルギーの取組を行っているが、これ
までの取組に加え、カーボンニュート
ラル等に対する新たな取組も検討され
たい。

エネルギー問題
新たな取組を

要　望

健 康 保 険被保険者証

令和5年度 に付託してを決算 審査各常任 委員会

議
決
結
果
等
一
覧

　
　

決
　
　
算

補
正
予
算

市
議
会
を
学
ぶ

委
員
会
報
告

総
括
質
疑 

並
び
に

　
　
　
一
般
質
問
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（
第
３
回
）

　
①
国
県
補
助
事
業
に
お
け
る
補

　
　
助
内
示
等
に
伴
う
予
算
の
増  

　
　
減
調
整

　
②
純
繰
越
金
確
定
に
伴
う
法
定

　
　
積
立
に
係
る
財
政
調
整
基
金  

　
　
へ
の
積
立
予
算
の
計
上

（
第
４
回
）

　
○
令
和
６
年
台
風
10
号
に
伴
う

　
　
災
害
復
旧
等
で
緊
急
に
措
置

　
　
す
る
必
要
が
生
じ
た
予
算
の

　
　
計
上

（
第
５
回
）

　
○
令
和
６
年
台
風
10
号
に
伴
う

　
　
災
害
復
旧
等
に
係
る
所
要
の

　
　
予
算
を
計
上

令
和
６
年
度
第
３
回

　
　
　
　
〜
第
５
回
補
正
予
算

補
正
予
算
に
係
る
議
案
を
可
決

　
〜
一
般
会
計
は
合
計
12
億

　
　
８
千
７
２
５
万
円
の
増
額
〜

令和６年度補正予算 審査常任委員会 本会議を と で

樋脇Ｂ＆Ｇ海洋センター補修事業

道路維持事業

○閉校跡地を利活用する事
　業者に対して、遊休公共
　施設等増築及び改修助成
　金を交付するもの。

○サツマイモ基腐病
　への対策を重視し、
　サツマイモ基腐病
　対策推進事業補助
　金を増額するもの。

○台風１０号により発
　生した崩土除去、倒
　木処理、道路清掃等
　を実施するもの。

○樋脇Ｂ＆Ｇ海洋センタ
　ー（プール）のろ過機
　に不具合が生じたため、
　更新するもの。

園芸振興育成事業
64万2千円1,547万8千円

8千600万円

総務文教委員会
所管部署の補正

生活福祉委員会
所管部署の補正

産業建設委員会
所管部署の補正

閉校跡地利活用ほか

プール機材補修・災害復旧・病害対策

給食支援ほか

○本市での被害は少ないものの、サツマイモ基
　腐病は、感染力が強く、深刻な病害をもたら
　すため、被害が拡大しないよう、サツマイモ
　基腐病対策推進事業補助金を活用するなどし
　て、対策を講じられたい。

要望

遊休公共施設等増築及び改修助成事業

○台風１０号で被災
　したコミュニティ
　施設等の復旧事業
　を実施するもの。

コミュニティ施設等災害復旧事業

○子育て世帯の経済的負担の軽減
　を図り、栄養バランス等が従前
　どおりの給食となるよう、保育
　所等に必要経費を支援するもの。

保育所等給食支援事業

○台風１０号で被災
　した一般廃棄物処
　理施設の復旧事業
　を実施するもの。

一般廃棄物処理施設災害復旧事業

4,208万6千円

1,125万3千円

セントピアの雨漏り状況

台風 10 号による道路被害

被災したクリーンセンター

根が黒く病変した様子

3,680万円

431万円
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開催日：９月２日、３日、４日（３日間）

個人質問した１２名の議員が市政全般における市の考えを問い、政策の提案を行いま
した。本コーナーの掲載内容は、各議員自らが質問と答弁を要約し、本市議会の広報
委員会が体裁を整えたものになります。

総括質疑
並びに
一般質問写真：本会議場

市民目線で市政のここを問う

個
人
質
問

薩摩川内市議会だより　No.817

溝み
ぞ
か
み上　
一か

ず
き樹

（
仮
称
）
上
甑
島
診
療
所

　
　
　
　
整
備
計
画
を
問
う

問  

本
計
画
の
進
捗
状
況
は

答  

令
和
８
年
度
中
の
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り
、今
年
度
は
実
施
設
計
や

地
質
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
は
建
築
工
事
に

入
る
予
定
で
あ
る
。

問  

診
療
所
再
編
に
伴
う
①

地
域
の
変
化
は
②
変
化
へ
の

対
応・対
策
は

答  

①
上
甑
島
で
の
人
工
透

析
が
可
能
と
な
り
、里
と
鹿

島
の
診
療
所
は
、当
面
の
間
、

出
張
診
療
所
と
な
る
。②
出

張
診
療
所
の
休
診
に
伴
う
上

甑
へ
の
送
迎
等
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

幼
稚
園
児
数
に
対
す
る
正
職

員
数
の
配
置
バ
ラ
ン
ス

問  

①
正
職
員
数
の
根
拠
は

②
会
計
年
度
任
用
職
員
の
配

置
は
、本
土
と
甑
島
で
ど
の

よ
う
な
差
が
あ
る
の
か

答  

①
園
長
に
加
え
、各
学

級
１
名
の
専
任
教
諭
を
配
置

し
て
い
る
ほ
か
、園
長
が
専
任

で
な
い
場
合
は
、学
級
担
任
と

は
別
に
１
名
の
教
諭
を
配
置

問  

今
夏
の
異
常
な
気
温
上

昇
に
伴
う
水
道
水
の
温
度
に

つ
い
て
当
局
の
見
解
は

答  

連
日
、夜
間
で
も
地
中

温
度
が
下
が
ら
な
い
こ
と
、

川
内
川
か
ら
の
取
水
温
度
が

２
度
ほ
ど
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
、昨
年
よ
り
水
温
が
高

い
要
因
と
考
え
て
い
る
。な

お
、水
温
の
上
昇
は
、飲
料
水

と
し
て
の
水
質
に
は
影
響
し

な
い
。

問  

一般
的
な
上
水
道
の
適

温
は
何
度
く
ら
い
か
。

答  

今
夏
の
給
水
温
度
は
、

本
市
の
丸
山
浄
水
場
に
お
け

る
８
月
の
平
均
水
温
は
、例

年
よ
り
２
度
ほ
ど
高
い
29・７

度
で
あ
っ
た
こ
と
、昨
年
の
給

水
管
末（
配
水
管
の
末
端
）時

点
の
温
度
は
、丸
山
浄
水
場

し
て
い
る
。ま
た
、特
別
支
援

が
必
要
な
園
児
の
状
況
に
応

じ
た
職
員
配
置
も
行
っ
て
い

る
。②
幼
稚
園
教
諭
資
格
を

有
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
配
置
は
甑
島
の
み
で
あ
る
。

甑
島
の
人
口
減
少
問
題

問  

人
口
減
少
率
の
高
い
地

域
へ
の
対
策
は

答  

国
・
県
の
支
援
制
度
を

活
用
し
、多
く
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。甑
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
若
者
の
魅
力
で
関
係

人
口
を
増
や
し
、移
住
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

問  

甑
島
に
対
す
る
、市
長

の
熱
い
思
い
は

答  
合
併
当
初
か
ら
続
く
人

口
の
偏
在
等
、改
善
の
議
論

を
続
け
て
い
き
た
い
。

○
空
家
対
策
に
つ
い
て 
ほ
か

と
同
程
度
の
温
度
に
な
って
い

る
こ
と
か
ら
、最
高
30
・２
度

ほ
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る

が
、供
給
水
の
温
度
に
具
体

的
な
基
準
は
な
い
。

就
学
援
助
制
度

問  

支
給
決
定
の
基
準
は

答  

保
護
者
の
収
入
額
と
需

要
額
の
比
率
で
基
準
を
設
け

て
い
る
が
、各
世
帯
の
収
入

状
況
、世
帯
の
構
成
人
数
、年

齢
層
な
ど
、個
々
で
計
算
を
要

し
、「
収
入
が
い
く
ら
ま
で
な

ら
該
当
す
る
」と
いっ
た
目
安

を
示
し
に
く
い
。

問  

市
民
か
ら
も
、対
象
世

帯
の
基
準
が
分
か
ら
な
い
と

の
声
が
あ
る
が
、対
策
を
講

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答  

市
民
が
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
、認
定
基
準
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
計
算
表
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
への
掲
載
を
検
討
し

て
い
く
。

○
長
期
災
害
時
に
お
け
る
避

　
難
所
運
営
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
な
か中　
真

ま
ゆ
み由
美

本
市
に
お
け
る

　
　
　
上
水
道
事
情
を
問
う

議
決
結
果
等
一
覧

　
　

決
　
　
算

補
正
予
算

市
議
会
を
学
ぶ

委
員
会
報
告

総
括
質
疑 

並
び
に

　
　
　
一
般
質
問
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問  

人
事
院
は
、期
間
業
務

職
員
の
採
用
回
数
上
限
を
連

続
２
回
ま
で
と
す
る「
３
年

目
公
募
」の
制
限
を
撤
廃
し

た
。本
市
役
所
も
会
計
年
度

任
用
職
員
の
３
年
目
公
募
を

廃
止
す
べ
き
で
な
い
か
。

答  

①
会
計
年
度
任
用
職
員

の
任
用
期
間
は
原
則
１
年
で

あ
り
、１
年
公
募
が
基
本
と

考
え
て
い
る
。た
だ
、本
人
や

市
役
所
の
負
担
を
踏
ま
え
る

と
、３
年
の
期
間
は
妥
当
と
思

わ
れ
る
た
め
、当
面
は
こ
の
ま

ま
運
用
し
て
い
く
。

非
核
宣
言
都
市
の
象
徴
を

問  

本
市
議
会
が
、平
成
18

年
に
非
核
宣
言
都
市
の
決
議

を
し
た
が
、市
民
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。同
宣
言
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
て
周

知
で
き
な
い
か
。

答  

本
市
に
お
け
る
他
の
都

市
宣
言
で
も
モ
ニュ
メ
ン
ト
の

設
置
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、本

市
が
核
兵
器
廃
絶
・
世
界
の

恒
久
平
和
を
希
求
す
る
と
宣

言
し
た
自
治
体
で
あ
る
認
識

問  

こ
の
猛
暑
下
に
お
い
て
、 

空
調
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

指
定
避
難
所
の
数
は

答  

空
調
設
備
が
な
い
指
定

避
難
所
は
、小
中
学
校
の
屋

内
運
動
場
の
避
難
所
で
44
か

所
、公
民
館
等
の
避
難
所
で

10
か
所
あ
り
、合
計
54
か
所

あ
る
。

問  

安
心
し
て
選
ん
で
も
ら

え
る
避
難
所
で
あ
る
こ
と
が

大
事
な
た
め
、ま
ず
は
利
用

頻
度
の
高
い
自
治
公
民
館
等

の
指
定
避
難
所
等
に
、空
調

設
備
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

答  
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
情
勢
に
鑑
み
、自

治
会
の
空
調
設
備
に
係
る

助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

聴
力
の
フ
レ
イ
ル
予
防
と
補

聴
器
等
の
活
用
支
援

問  

特
定
健
診
に
聴
力
検
査

を
導
入
で
き
な
い
か
。

答  

専
門
医
の
確
保
や
被
保

険
者
の
費
用
負
担
を
要
す
る

た
め
、現
在
、聴
力
検
査
は
実

施
し
て
い
な
い
。

問  

本
年
度
で
第
２
期
前
期

の
最
終
年
度
を
迎
え
る
本
市

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、

教
育
の
基
本
目
標
を「
ふ
る

さ
と
を
愛
し　
心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
生
き
る　
薩
摩
川

内
の
ひ
と
づ
く
り
」と
し
て

お
り
、議
会
で
教
育
の
基
本
を

「
挨
拶
や
礼
節
等
の
道
徳
教

育
が
大
切
」と
説
い
て
き
た

私
は
、大
変
共
感
を
覚
え
て

い
る
。

　
次
期
計
画
で
は
、教
育
を

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
の

一環
と
捉
え
て
、「
国
際
的
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
立
学
校

に
導
入
す
る
」と
い
っ
た
独

自
の
教
育
を
盛
り
込
む
考
え

は
な
い
か
。

答  

以
前
指
摘
の
あ
っ
た
礼

節
に
つ
い
て
は
、34
校
中
32
校

に
お
い
て
、児
童
生
徒
の
主
体

性
を
大
切
に
し
た
、挨
拶
運

動
等
の
取
組
を
行
って
い
る
。一

方
、地
域
に
お
け
る
挨
拶
に
は

課
題
が
あ
る
た
め
、学
校
運
営

協
議
会
等
で
の
議
題
と
し
、地

域
と
連
携
し
た
取
組
の
充
実

を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

は
あ
る
も
の
の
、設
置
す
る
考

え
は
な
い
。周
知・広
報
の
手

段
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
公

の
場
で
の
質
疑
も一つ
の
方
法

と
考
え
て
い
る
。

川
内
原
発
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震

問  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の

自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
。

災
害
時
に
原
発
事
故
は
発
生

し
な
い
と
約
束
で
き
る
の
か
。

答  

川
内
原
子
力
発
電
所

は
、様
々
な
災
害
に
対
す
る
厳

し
い
規
制
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
。市
も
、こ
れ
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、国
や
事
業
者

に
対
し
て
、厳
し
い
審
査
を
要

請
し
て
い
る
。

○
大
阪
・
関
西
万
博
を
修
学  

　
旅
行
先
と
す
る
リ
ス
ク

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
補
助

　
の
増
額
を　
　

 　
　
ほ
か

問  

耳
の
健
康
は
、認
知
症

予
防
や
社
会
的
孤
立
予
防
、

ひ
い
て
は
健
康
寿
命
の
延

伸
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
た

め
、①
本
市
で
も
ア
プ
リ
を

用
い
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

（
聴
力
機
能
）チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
な
い
か
。②
必
要
に
応
じ

た
補
聴
器
購
入
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

答  

①
本
市
で
は
取
り
組
ん

で
い
な
い
が
、耳
の
健
康
は
重

要
と
考
え
て
い
る
た
め
、重
要

性
の
周
知
は
検
討
し
て
み
た

い
。②
軽
度・中
等
度
の
難
聴

の
方
々
に
対
す
る
購
入
費
助

成
に
つ
い
て
は
、様
々
な
場
で

国
に
要
望
し
て
お
り
、国
の
動

向
も
注
視
し
た
い
。

○
子
育
て
中
で
共
働
き
世
帯

　
の
女
性
と
の
意
見
交
換

　

次
期
計
画
に
向
け
た
独
自

教
育
の
導
入
に
つ
い
て
は
、ま

ず
は
先
進
校
の
調
査
・
視
察

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

知
る
」と
い
う
観
点
で
は
、本

市
独
自
で
、国
か
ら
も
認
証

さ
れ
て
い
る「
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
」の
科
目
充

実
が
ベ
ー
ス
と
な
る
。併
せ
て
、

「
国
際
社
会
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
視
野
を
広
め
る
」と

い
う
観
点
で
は
、英
語
教
育

等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、提
言
さ
れ
た「
国
際

的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
立

学
校
に
導
入
す
る
」こ
と
に
つ

い
て
も
、今
後
し
っ
か
り
と
調

査
し
て
い
き
た
い
。

○
市
庁
舎
内
で
の
職
員
の
市

　
民
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
も
と元　
剛つ

よ
し

薩
摩
川
内
市
の

　
　
　
　
教
育
行
政
を
問
う

中な
か
し
ま島　
由

ゆ
み
こ美
子

避
難
所
に
な
っ
て
い
る

  

自
治
公
民
館
に
空
調
整
備
を

井い
の
う
え上　
勝か

つ
ひ
ろ博

会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　

  

３
年
目
公
募
の
廃
止
を
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そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

犬い
ぬ
い井　
美み

か香

公
立
幼
稚
園
の
再
編
と

　
　
　
今
後
の
方
針
を
問
う

問  

港
湾
利
用
者
か
ら
の
、

川
内
港
唐
浜
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の

遅
れ
を
懸
念
す
る
声
に
対
し

て
、市
の
対
応
は

答  

川
内
港
整
備
促
進
期
成

会
に
よ
る
県
知
事
要
望
を
行

い
、今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
で

県
に
要
望
を
続
け
て
い
く
。一

方
、港
湾
利
用
者
も
川
内
港

の
利
用
計
画
に
つ
い
て
県
と

打
合
せ
を
進
め
て
お
り
、利
用

者
の
懸
念
が
解
消
さ
れ
る
よ

う
、本
市
も
市
貿
易
振
興
協

会
と
と
も
に
県
と
の
協
議
を

重
ね
た
い
。

問  

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

の
使
用
料
と
市
の
負
担
額
は

答  

最
終
的
に
契
約
金
額
で

算
出
さ
れ
る
が
、使
用
料
は

30
分
毎
に
17
万
円
で
あ
る
。

市
の
負
担
は
、県
が
半
額
、港

湾
利
用
者
が
２
万
円
を
負

担
し
て
６
万
５
千
円（
年
間

７
千
万
円
）が
想
定
さ
れ
る
。

無
形
民
俗
文
化
財
の
保
護

問  

存
続
が
危
う
い
無
形
民

俗
文
化
財
へ
の
保
護
対
策
は

問  

健
康
対
策
と
し
て
、具

体
的
な
活
動
テ
ー
マ
を
市
民

に
求
め
る
考
え
は

答  

数
年
前
に
普
及
を
図
っ

た「
わ
っ
は
っ
は
体
操
」が一部

の
会
合
等
で
定
着
し
て
お
り
、

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

事
業
に
お
け
る「
は
ん
と
け
ん

体
操
」の
取
組
も
認
識
し
て
い

る
。市
と
し
て
は
、地
域
の
実

情
や
個
人
の
身
体
機
能
に
応

じ
て
様
々
な
運
動
を
自
主
的

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、高

齢
者
の
健
康
保
持
や
介
護
予

防
を
図
る
と
と
も
に
、社
会
参

加
等
を
目
的
と
す
る
集
い
の

場
が
更
に
充
実
す
る
よ
う
、施

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

問  

総
合
点
は
ど
の
よ
う
に

し
て
決
定
す
る
の
か
。

答  

客
観
点（
県
の
入
札
参

加
資
格
に
お
け
る
総
合
点
）に

主
観
点（
市
の
発
注
工
事
で
の

工
事
成
績
等
を
点
数
化
し
た

も
の
）を
加
え
て
決
定
す
る
。

問  

建
設
工
事
の一般
競
争

入
札
に
お
い
て
、総
合
点
に

問  

本
市
の
公
立
幼
稚
園
と

私
立
幼
稚
園
そ
れ
ぞ
れ
に
お

け
る
、平
成
26
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
の
幼
稚
園
数

と
園
児
数
の
推
移
は

答  問  

本
市
と
同
規
模
自
治
体

の
公
立
幼
稚
園
の
状
況
は

答  

鹿
屋
市
は
市
町
村
合
併

当
初
に
２
園
あ
っ
た
が
、平
成

25
年
に
閉
園
し
、現
在
公
立

幼
稚
園
は
な
い
。

答  

地
域
外
か
ら
も
応
援
を

得
ら
れ
る
よ
う
、地
区
コ
ミ
や

保
存
会
と
協
力
し
て
い
く
。ま

た
、作
成
中
の
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
に
無
形
民
俗
文

化
財
の
保
護
対
策
を
盛
り
込

め
る
よ
う
、検
討
し
て
い
く
。

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り

公
社
の
事
業
運
営

問  

民
間
企
業
と
競
合
す
る

事
業
は
縮
小
し
、専
門
的
な

分
野
に
特
化
し
た
事
業
運
営

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答  

施
設
管
理
の
受
託
は
、

民
間
同
様
の
公
募
と
審
査
に

よ
る
も
の
で
、市
に
よ
る
事
業

縮
小
の
促
進
は
、公
平
な
受

注
機
会
確
保
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。専
門
的
な
事
業

運
営
へ
の
集
約
は
、公
社
と
連

携
し
て
研
究
し
て
い
く
。

○
市
の
農
業
公
社
に
つ
い
て

よ
る
格
付
け
は
あ
る
の
か
。

答  

設
計
額
３
千
万
円
未
満

で
は
５
０
０
点
以
上
の
総
合

点
を
要
し
、３
千
万
円
以
上

で
は
工
事
の
難
易
度
等
か
ら

設
定
し
た
点
数
以
上
の
総
合

点
を
要
す
る
た
め
、格
付
的

要
素
を
含
む
と
考
え
て
い
る
。

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
に

お
け
る
電
気
科
の
実
費
徴
収

問  

施
設
ご
と
に
料
金
が
異

な
る
の
は
、教
育
の
平
等
性

に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

施
設
ご
と
に
照
明
設
備

が
異
な
る
た
め
負
担
額
は
異

な
る
が
、使
用
電
気
料
に
対
す

る
負
担
と
い
う
意
味
で
は
、平

等
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
。

問  
少
子
化
対
策・子
育
て
支

援
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答  

少
子
化
対
策・子
育
て
支

援
戦
略
推
進
本
部
で
精
査
し
、

関
係
部
と
検
討
し
て
い
く
。

　

霧
島
市
は
合
併
当
初
に
３

園
あ
っ
た
が
、令
和
５
年
度
か

ら
１
園
が
休
園
し
て
い
る
。本

市
同
様
、園
児
数
は
減
少
傾

向
と
聞
い
て
い
る
。

問  
公
立
幼
稚
園
の
今
後
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、考
え
て

い
る
か
。

答  

外
部
有
識
者
等
で
組
織

し
た
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、

そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
保

護
者
の
意
見
を
伺
って
策
定
し

た
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
幼
稚

園
再
編
等
を
進
め
て
い
る
が
、

在
園
児
の
保
護
者
に
対
す
る

周
知
や
広
報
に
つ
い
て
は
不
足

し
て
い
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　

公
立
幼
稚
園
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
基
本
方
針

に
基
づ
き
、保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
声
を
聞
き
な
が
ら
計

画
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

○
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

成な
り
か
わ川　
幸こ

う
た
ろ
う
太
郎

健
康
寿
命
の

　
　
　
延
伸
に
つ
い
て
問
う

森も
り
み
つ満　
晃あ

き
ら

川
内
港
の

　
　
活
性
化
に
つ
い
て
問
う

議
決
結
果
等
一
覧

　
　

決
　
　
算

補
正
予
算

市
議
会
を
学
ぶ

委
員
会
報
告

総
括
質
疑 

並
び
に

　
　
　
一
般
質
問
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問  

本
市
に
お
け
る
救
急
車

の
出
動
件
数
の
推
移
は

答  問  

不
要
不
急
と
思
わ
れ
る

要
請
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た

の
か
。

答  

入
院
を
必
要
と
し
な

い
傷
病
者
の
搬
送
者
数
は

１
千
４
３
６
人
で
、全
搬
送
者

の
約
３
割
で
あ
る
。

　

通
報
で
は
軽
症
と
感
じ
取

れ
る
内
容
で
あ
っ
て
も
、現
場

の
状
況
や
観
察
結
果
等
か
ら

「
緊
急
を
要
す
る
」「
重
症

で
あ
る
」と
判
断
さ
れ
た
事

案
が
あ
る一方
で
、救
急
搬
送

の
必
要
性
が
低
い
事
案
も
あ

る
。特
に
緊
急
性
が
低
い
場

合
は
、救
急
隊
が
家
族
や
本

人
と
協
議
し
て
救
急
車
に
よ

る
搬
送
は
行
わ
ず
、家
族
に
よ

る
医
療
機
関
の
受
診
を
促
す

場
合
も
あ
る
。

問  

大
東
建
託
が
南
日
本
新

聞
に
掲
載
し
た「
住
み
心
地

ラ
ン
キ
ン
グ
」で
、本
市
の
偏

差
値
は
50
％
と
、可
も
な
く

不
可
も
な
い
評
価
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
を
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
。

答  

宝
島
社『
田
舎
暮
ら
し
の

本
』掲
載
の「
住
み
た
い
田
舎

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」と
併
せ

て一般
的
な
評
価
と
受
け
止
め

て
い
る
。第
３
次
総
合
計
画
基

本
構
想
で
は
目
指
す
べ
き
ま
ち

の
姿
と
し
て
、「
人
が
繋
が
り 

人
が
輝
く 

安
ら
ぎ
と
賑
わ
い

の
ま
ち
」を
掲
げ
て
お
り
、今

後
も
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

問  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お

い
て
、類
似
要
素
を
持
つ
姶
良

市
と
の
人
気
に
差
が
あ
る
。

な
ぜ
人
気
が
出
な
い
の
か
。

答  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、評

価
に
お
け
る
根
拠
の一つ
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
と
し

て
も
、ま
ち
の
印
象
は
高
く
持

つ
べ
き
と
考
え
て
い
る
。ハ
ー

ド
面
や
、福
祉・教
育
を
含
め

た
仕
組
み
づ
く
り
は
急
激
に

問  

既
に
、８
月
１
日
か
ら

翌
年
７
月
31
日
ま
で
有
効
な

保
険
証
が
送
付
さ
れ
て
い
る

が
、こ
れ
は
事
実
上
、現
行
の

健
康
保
険
証
の
延
期
措
置
と

な
る
の
か
。

答  

関
係
法
令
の
規
定
に
よ

り
、今
年
12
月
２
日
の
時
点

で
有
効
な
現
行
の
健
康
保
険

証
は
、そ
の
後
最
大
１
年
間

有
効
と
す
る
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
措
置
を

踏
ま
え
、本
市
で
は
例
年
と

同
様「
８
月
１
日
か
ら
翌
年

７
月
31
日
ま
で
」を
有
効
期

間
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、延

期
措
置
で
は
な
い
。

本
土
区
域
に
屋
内
型
プ
ー
ル
を

問  

本
土
区
域
に
も
、屋
内

型
プ
ー
ル
施
設
を
設
置
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

各
施
設
の
方
針
は
、令

和
４
年
３
月
策
定
の
公
共
施

設
個
別
施
設
計
画
で
定
め
て

い
る
。こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

主
要
３
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
長

寿
命
化
を
図
る
が
、屋
内
型

プ
ー
ル
を
新
た
に
設
置
す
る

問  

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事

業
に
つ
い
て
、本
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

増
加
傾
向
に
あ
る
救
急

需
要
の
抑
制
の
ひ
と
つ
と
し

て
、救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

の
重
要
性
・
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。県
内
の
消
防

本
部
と
協
力
し
な
が
ら
、救

急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の
早

期
導
入
に
向
け
て
、県
に
も
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

救
急
医
療
キ
ッ
ト

問  

救
急
医
療
キ
ッ
ト
の
現

状
は

答  

65
歳
以
上
の
独
居
高
齢

者
等
に
配
布
し
、そ
の
情
報

を
通
信
指
令
課
の
情
報
端
末

に
登
録
し
て
い
る
。緊
急
通
報

は
、端
末
の
地
図
上
の
マ
ー
ク

で
確
認
で
き
、救
急
車
で
も
同

様
の
画
面
が
確
認
で
き
る
。

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

計
画
的
に
、年
次
的
に
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今

後
の
対
策

問  

県
内
に
お
け
る
本
市
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は

答  

43
市
町
村
中
19
番
目
で

あ
り
、最
も
寄
付
額
の
多
い

返
礼
品
は
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

ホ
ー
ム
ラ
ン
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
話
題
に
な
っ
た「
兜
」で

あ
る
。

　

ま
た
、本
市
の
返
礼
品
登

録
事
業
者
は
小
規
模
事
業
者

が
多
く
、大
量
生
産
が
難
し

い
。需
要
に
供
給
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
た
め
、関
係
課
と
連

携
し
て
企
業
誘
致
や
支
援
等

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

考
え
は
な
い
。

薩
摩
川
内
市
の
交
通
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
向
上
を

問  
大
小
路
町
あ
る
い
は
国

分
寺
町
に
、肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
の
駅
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

答  

新
駅
の
設
置
に
は
、市
の

負
担
に
よ
る
用
地
取
得
、駅

舎
設
置
、取
付
け
道
路
等
の

周
辺
整
備
を
要
し
、肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
で
も
、ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
で
経
営
安
定
化
を

図
る
中
で
多
額
の
経
費
と
時

間
を
要
す
る
。新
駅
に
よ
っ
て

鉄
道
の
利
用
促
進
や
活
性
化

に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る

が
、費
用
対
効
果
等
を
勘
案

し
て
も
、現
時
点
で
の
設
置
は

難
し
い
。

○
本
市
の
水
環
境
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
通
告

宮み
や
ざ
と里　
兼か

ね
み実

住
み
心
地
ラ
ン
キ
ン
グ
の

　
　
結
果
に
対
す
る
見
解
は

阿
あ
く
ね久
根　
憲け

ん
ぞ
う造

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
へ
の

　
 

移
行
に
伴
う
措
置
を
問
う

坂さ
か
ぐ
ち口　
正ま

さ
ゆ
き幸

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

  　
（
＃
７
１
１
９
）の
導
入
を

4,000

5,000

4,044

4,667

4,961

4,200

4,400

4,600

4,800

Ｒ
　
年
度

３
Ｒ
　
年
度

４
Ｒ
　
年
度

５

《救急出動件数の推移》
（単位：件）

増加傾向
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問  

市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

川
内
大
会
の
経
済
効
果
は

答  

約
２
億
５
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

問  

令
和
７
年
度
に
本
市
で

開
催
さ
れ
る
川
内
レ
ガ
ッ
タ

早
慶
戦
を
市
民
参
加
型
の
交

流
会
と
し
、さ
ら
に
市
外
か

ら
も
集
客
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

へ
と
膨
ら
ま
せ
る
考
え
は

答  

早
慶
チ
ー
ム
や
市
ロ
ー
イ

ン
グ
協
会
等
の
関
係
機
関
と

協
議
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問  

レ
ガ
ッ
タ
早
慶
戦
の
誘

致
に
お
い
て
、競
技
環
境
や

合
宿
誘
致
の
助
成
で
本
市
を

先
行
し
て
い
る
諫
早
市
の
よ

う
に
、行
政
も
関
わ
っ
た
改

善
が
で
き
な
い
か
。

答  

今
回
紹
介
さ
れ
た
よ
う

な
こ
と
を
、積
極
的
に
で
き
な

い
か
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

少
子
化
対
策・子
育
て
支
援・

産
業
人
材
確
保・移
住
定
住

戦
略
の
こ
れ
か
ら

問  

第
３
次
総
合
計
画
に
お

い
て
、令
和
11
年
度
の
合
計

特
殊
出
生
率
を
２・
04
と
示

し
て
い
る
が
、具
体
的
な
出

生
数
は
何
人
か
。

答  

７
５
０
人
程
度
と
考
え

て
い
る
。

問  
出
生
率
で
目
標
達
成
し

て
も
、出
生
数
が
伴
わ
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
た
め
、出

生
数
自
体
を
数
値
目
標
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

出
生
数
も
目
標
の一つ
と

す
る
検
討
は
進
め
て
い
る
。

問  

女
性
の
就
職
先
と
し

て
、も
の
づ
く
り
の
職
種
よ

り
も
事
務
系
の
職
種
ば
か
り

が
注
目
さ
れ
る
が
、こ
の
こ

と
へ
の
見
解
は

答  

女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
に
は
な
っ
て
き
た
が
、ま
だ

不
十
分
で
あ
り
、女
性
が
情

報
を
発
信・共
有
し
や
す
い
企

業
側
の
環
境
づ
く
り
も
必
要

と
思
って
い
る
。

○
農
業
政
策
の
経
緯
と
今
後

中学生から

大人まで

第１回
市議会議員とは？

◆◇◆　副議長に落口久光議員が当選　◆◇◆

　令和６年９月１７日に、森永靖子議員が副議長を辞任したことに伴い、副議長選挙が行われ、
落口久光議員が副議長に当選しました。これに伴う議会構成等の変更はありませんでした。

（任期：令和6年11月6日まで）

　皆さんは、日常生活の中で、「通学路に街灯が
ほしい」「楽しいイベントに参加したい」「台風
災害に備えて避難したい」といったことを考え
たことはありませんか。
　これらを実現させて、薩摩川内市を「住みよ
い魅力あるまち」にするためには、学校のクラ
ス会議のように、みんなで話し合って決める必
要があります。
　しかし、生徒たちが行動を共にしている学校
と違い、それぞれ違う生活をしている、およそ
９万人の市民が１か所に集まって話し合うこと
は、とても難しいことです。
　そこで、選挙で「市民の代表者」を選んで、私たちの代わりに話し合いをしてもらいます。
この市民の代表者が「市議会議員」です。
　市議会議員は「市議会」に所属し、同じく私たちの代表である「市長」と話し合い、
それぞれ違った立場から、けん制したり、協力したりして、薩摩川内市を「住みよい魅
力あるまち」に近づけていきます。

今回のポイント
※１ みんなで話し合って決める　

※２ 代表者を選んで代わりに
　　 話し合ってもらう　

→民主主義
 （人民が権力を持つ政治形態のこと）

→間接民主制（自ら選んだ代表者を
　通じて、間接的に政治に参加する
　こと）
→議会制民主主義（選ばれた議員が、
　議会で話し合って政治を行うこと）

そ
の
他
の
質
問
通
告

落お
ち
ぐ
ち口　
久ひ

さ
み
つ光

レ
ガ
ッ
タ
に
よ
る
地
域
振
興
を

　
　
　
含
め
た
川
内
川
利
活
用

議
決
結
果
等
一
覧

　
　

決
　
　
算

補
正
予
算

市
議
会
を
学
ぶ

委
員
会
報
告

総
括
質
疑 

並
び
に

　
　
　
一
般
質
問



私たちが慎重にチェック！

※ 映像配信はこちら　→※ 各種委員長報告の全文はこちら　→

委員会
報
告

以下の日程で開催した各委員会の要点を紹介します。

総務文教委員会
所管事務

　小中学校における子どもの学力について
は、全国学力・学習状況調査において、全国
平均点を下回っているこ
とから、より学力及び学
習力の向上につながるよ
う、教育振興基本計画の
策定を検討されたい。

◆要望 ◆要望

教育振興基本計画の策定して
小中学生の学力向上を

所管事務

　タブレットの家庭への持
ち帰りについては、学校や
クラスによって異なる取扱
いもあるとのことから、統
一した取扱いとなるよう各
学校に指導されたい。

小中学生に貸与するタブレット
持ち帰り規則の統一を

写真：第３委員会室

生活福祉委員会

災害時に近い環境で
重機技術の訓練を

犯罪の抑止力
防犯カメラで子どもを守って

所管事務 所管事務

　消防職員による、重機のオペレーター訓練
については、災害時の実態により近い環境で
の訓練が望ましいこと
から、関係部局との情
報共有を図り、解体が
予定されている公共施
設等の積極的な活用を
検討されたい。

　防犯カメラは、その設
置が犯罪の抑止力になる
ことから、特に学校周辺
で防犯上必要な場所の把
握と予算の確保に努め、
児童生徒が安心して登下
校できるよう前向きに設
置を検討されたい。

◆要望 ◆要望

＞開催日：総務文教委員会・・・・・・・・・・・・・９月　９日・９月１９日
　　　　　生活福祉委員会・・・・・・・・・・・・・９月　５日・９月２０日　　　　　
　　　　　産業建設委員会・・・・・・・・・・・・・９月　６日・９月１８日　　　　
　　　　　川内原子力発電所対策調査特別委員会・・・９月１０日
　　　　　議員定数等調査特別委員会・・・・・・・・９月１０日
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　東部区域のデジタルス
タンプラリーは、一定の
成果があったと判断され
るが、更なる周知を図り、
東部区域の観光振興に寄
与できるよう、努められ
たい。

　農畜産物生産額の推移によると、水稲やサツ
マイモといった食糧作物の割合が減少しており、
小麦や大豆の海外輸入が制限されれば、食糧危
機も懸念されるため、
転作奨励の推進など、
食糧不足を招かないよ
うな生産体制の構築に
努められたい。

◆要望

①改選後に特別委員会を設置することとなった
場合は、市議会基本条例の規定により、行財政
改革の視点だけでなく、市政の現状及び課題並
びに将来の予測などを十分に考慮できるよう、
市民アンケートや地区コミュニティ協議会との
意見交換なども検討しながら、市議会として意
見が反映されるよう努める必要がある。

◆調査結果

②議員定数及び議員報酬については、現任期中
に一定の結論を出すことは難しいことから、検
討内容や議事録などについて整理しておく。

◆要望

産業建設委員会

デジタルスタンプラリーで
更なる観光振興を

食糧不足を招かないような
生産体制の構築を

調査
終了

所管事務 所管事務

Ｑ．乾式貯蔵施設設置において、青森県の六ヶ
　所再処理工場が稼働していない段階での事
　前協議は、拒否できないのか。
Ａ．事前協議を拒む条項はなく、事前協議後に
　いろいろな調査を行い、最終的に原子力規制
　委員会の審査等を踏まえて回答することとなる
　ため、入口の段階から拒否はできない。

◆質疑

（反対）市民の安心・安全確保のためには、
　事前協議を行い、意見を聞いた上で判断
　したものを、市民に伝えるべきであり、
　原子力政策については、より協議を進め
　ていくべきである。
（賛成）六ヶ所再処理工場の完成が不明瞭
　な現時点において、乾式貯蔵施設設置に
　係る事前協議を受けて地元同意が得られ
　た場合、永久に使用済燃料を受け入れる
　ことになりかねない。

◆討論

不採択とすべき

川内原子力発電所対策調査特別委員会

乾式貯蔵施設に関する陳情
陳情審査

議員定数等調査特別委員会

南九州市と霧島市の視察調査を経て、今後の方針を検討
～改選後に新たな特別委員会設置等も含めて検討していくべき～

調査・検討

※東部区域デジタルスタンプラリー
　第3期：2024年11月1日～2025年1月31日

議員が本会議を行う議場
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９月定例会このようになりました

主な議案の議決結果等

会　　　期 令和６年８月２０日～令和６年１０月１日（４３日間）

議決等件数 原案可決 ２８件（条例３件、予算９件、その他１６件）
承　　認 １０件 同　　意 ４件（人事４件）

陳　　　情 不採択１件 請　　願 不採択１件

○総文：総務文教委員会
○生福：生活福祉委員会
○産建：産業建設委員会
○原特：川内原子力発電所対策調査特別委員会
○計画：総合計画基本構想審査特別委員会

議決結果
付
託
先
凡
例

議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

56

第３次薩摩川内市総合計画基本構想を定めるについて
　総合的な市政の経営を図り、令和１６年度を目標年次として上記構想を策定しようとするもの
（反対討論）最も市民の暮らしに直結する「社会チャレンジ戦略」の成果指標が適切ではなく、目先
　優先の自民党政治を踏襲した本計画に、希望を見いだすことはできない。	 	
（賛成討論①）市議会でも、特別委員会を設置して慎重に審議しており、広聴活動による前計画の振
　り返りで得た課題を認識・反映した、前に進むための計画と捉えている。	 	
（賛成討論②）少子高齢化、人口減少社会、市民ニーズの多様化、厳しい財政状況などを考慮しつつ
　も、未来ある本市の実現を目指して政策・施策を展開していける計画になっている。	

計画 原案可決 賛成多数

68 薩摩川内市過疎地域持続的発展計画の変更について
　上記計画の事業内容に新たな項目を追加するもの 総文 原案可決 全会一致

69 財産の無償譲渡について
　本市が所有する建物を鳥丸中自治会の地域活性化の活動拠点として無償譲渡しようとするもの 総文 原案可決 全会一致

70 財産の無償譲渡について
　本市が所有する建物を原自治会の地域活性化の活動拠点として無償譲渡しようとするもの 総文 原案可決 全会一致

71 旧東郷小学校解体工事請負契約の締結について
　旧東郷小学校解体工事について、工事請負契約を締結しようとするもの 総文 原案可決 全会一致

72
薩摩川内市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　生活保護法と児童手当法の一部改正に伴い、所要の規定の整理を行おうとするもの

総文 原案可決 全会一致

73 薩摩川内市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　子ども医療費の医療費助成で、窓口負担を不要とする制度の対象者範囲を拡大しようとするもの 生福 原案可決 全会一致

74 財産の取得について
　救急自動車の更新のため、高規格救急自動車を１台取得するもの（西部消防署分） 生福 原案可決 全会一致

75 財産の取得について
　救急自動車の更新のため、高規格救急自動車を１台取得するもの（上甑分駐所分） 生福 原案可決 全会一致

76 薩摩川内市道の駅樋脇の指定管理者の指定について
　現在の指定管理者の指定期間が、今年度で満了となるため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

77 薩摩川内市川内川交流センターの指定管理者の指定について
　現在の指定管理者の指定期間が、今年度で満了となるため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

78 道路メンテナンス事業川内河口大橋耐震補強（Ｐ４）工事請負契約の変更について
　上記工事で、施工内容を一部変更する必要が生じたため、上記契約を変更しようとするもの 産建 原案可決 全会一致

79 令和６年度薩摩川内市一般会計補正予算 総文・生福・産建 原案可決 全会一致

80 令和６年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正予算 産建 原案可決 全会一致

81 令和６年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事業特別会計補正予算 産建 原案可決 全会一致

82 令和６年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計補正予算 産建 原案可決 全会一致

83 令和６年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算 生福 原案可決 全会一致

84 令和６年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 生福 原案可決 全会一致

85 令和６年度薩摩川内市下水道事業会計補正予算 生福 原案可決 全会一致

86
鹿児島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
　高齢者の医療確保に関する法律の一部改正に伴う現行の被保険者証の廃止で、後期高齢者医療制
　度の事務に係る規定を改めるため、上記規約を変更するもの

‐ 原案可決 全会一致

87 可愛地区コミュニティセンター新築（建築）工事請負契約の締結について
　可愛地区コミュニティセンター新築（建築）工事について、上記契約を締結するもの 総文 原案可決 全会一致
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請願の処理状況

陳情の処理状況

議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

88 財産の取得について
　下甑手打診療所における医療機器更新のため、デジタルＸ線ＴＶシステム一式を取得するもの 生福 原案可決 全会一致

89

薩摩川内市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　国民健康保険法の一部改正に伴い、所要の規定の整備を行おうとするもの	 	
（反対討論）本条例は、健康保険証とマイナンバーカードを一体化したマイナ保険証を、国民に強制	
　するための条例改正によるものであり、トラブルの多さから一度立ち止まるべきとの主張もある。

生福 原案可決 賛成多数

90 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 総文・生福・産建 認　定 賛成多数

91 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計歳入歳出決算） 生福 認　定 全会一致

92 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算） 生福 認　定 全会一致

93 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 産建 認　定 全会一致

94 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 産建 認　定 全会一致

95 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 産建 認　定 全会一致

96 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算） 生福 認　定 賛成多数

97 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算） 生福 認　定 全会一致

98 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市介護保険事業特別会計歳入歳出決算） 生福 認　定 賛成多数

99 決算の認定について（令和５年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算） 生福 認　定 賛成多数

100 剰余金処分及び決算の認定について（令和５年度薩摩川内市水道事業剰余金処分及び令和５年度薩
摩川内市水道事業会計決算） 生福

剰余金処分は
原案可決
決算は認定

全会一致

101 剰余金処分及び決算の認定について（令和５年度薩摩川内市簡易水道事業剰余金処分及び令和５年
度薩摩川内市簡易水道事業会計決算） 生福

剰余金処分は
原案可決
決算は認定

全会一致

102 剰余金処分及び決算の認定について（令和５年度薩摩川内市下水道事業剰余金処分及び令和５年度
薩摩川内市下水道事業会計決算） 生福

剰余金処分は
原案可決
決算は認定

全会一致

103
～
106

人権擁護委員候補者の推薦について
　本市の区域における、４名の人権擁護委員の任期が本年１２月３１日に満了となるため、新たな
　委員候補者を、法務大臣に推薦しようとするもの

‐ 同　意 全会一致

107 令和６年度薩摩川内市一般会計補正予算 ‐ 原案可決 全会一致

108 令和６年度薩摩川内市一般会計補正予算 ‐ 原案可決 全会一致

請願
番号 請　　願　　の　　件　　名 紹介議員 提出者 付託

委員会 議決結果

11

核兵器禁止条約の締結を求める意見書の提出と非核宣言都市である
ことを市民に知らせるモニュメントの設置を求める請願書
（質疑）
　Ｑ．総務文教委員会の報告では慎重に審査したとあるが、実際に
　　は審査された形跡がない。不採択とすべき理由を明らかにしな
　　いのは、国民の請願権を軽く扱うことにならないか。
　Ａ．総務文教委員の意見を尊重した次第である。
（賛成討論）本請願は、薩摩川内市議会が2006年に決議した、「核
　兵器廃絶・世界の恒久平和を希求する薩摩川内市宣言」の趣旨に
　合致している。

井上　勝博

非核宣言
都市を
明確に
市制に
求める
市民の会

総文 不採択 賛成少数

陳情
番号 陳　　情　　の　　件　　名　　・　　概　　要 提出者 付託

委員会 議決結果

12

乾式貯蔵施設に関する陳情
（賛成討論）青森県六ヶ所村再処理工場の度重なる失敗で、九州電力が、川内原発の
　敷地内に乾式貯蔵施設を造る可能性が高まってきた。これは、「川内原発の使用済
　核燃料は再処理工場へ搬出する」という市民との約束をほごにしている。

川内原発
３０キロ圏
住民ネット
ワーク

原特 不採択 賛成少数

（決算議案の詳細はP2～ 5を、予算議案の詳細はP6をご確認ください。）

※ 『９月定例会 このようになりました』における ｢全会一致｣ は、議長を除く出席者全員が賛成であったことを示します。
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今
期
の
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で
、２
期
前
の
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員

会
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き
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よ
り
の
抜
本
的
な
見
直
し
」に一
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の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、

広
報
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会
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の
皆
さ
ま
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け
橋
と
し

て
の
役
目
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、ま
だ
ま
だ
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展
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中
と
考
え
て
お
り
ま
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広
報
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期
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締
め
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と
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　（
広
報
委
員
会
　一同
）

薩摩川内市議会では、本会議を傍聴
できます。

【傍聴の手順】
①市役所４階の議場傍聴席に行く。
②入口にある傍聴人受付簿に、住所・
　氏名・年齢等を記入する。
③傍聴人受付簿を受付箱に入れる。
④入場する。

※傍聴席にはモニターがあり、議員
　の発言が字幕で確認できます。
※傍聴席は50席あり、傍聴者多数の
　際は入場制限を設けさせていただ
　きます。
※団体で傍聴される場合は、事前に
　議会事務局へご連絡ください。

【連絡・問合せ先】
・議会事務局　☎ 0996-22-8115
（音声ガイダンス後、内線3010）

本会議を傍聴しよう
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自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

　
令
和
６
年
８
月
８
日（
木
）に
、「
川

内
原
発
建
設
反
対
連
絡
協
議
会
」の

皆
さ
ま
と
、意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
市
議
会
か
ら
は
９
名
の
議
員
が
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、参
加
者
か
ら

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　薩摩川内市議会だより第８０号の１１
ページに掲載した「議案第６３号」の説
明のうち、指定期間を変更する管理者名
に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

（誤）公益財団法人薩摩川内市民
　　まちづくり公社
　　　　　　　↓

（正）株式会社小園建設

お詫びと訂正

傍聴席の字幕モニター

マチイロ 市議会ＨＰ

カメラアプリ等
からアクセス！⇒

市
議
会
だ
よ
り
が

　
　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
読
め
る
！

※

最
新
号
の
ほ
か
、バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。


